
鉄筋コンクリート（１）：中間テスト 2005/11/14 
問題 1：下記の設問に解答せよ(単位と有効桁数に注意せよ)。ただし，不要な条件も含まれている場合がある。 
 
１．径が D32（公称断面積＝7.942cm2）、長さが２m の鉄筋鋼棒(異型鉄筋，SD295)の応力～ひずみ曲線を描

け（降伏点の座標を明示せよ）。また、この鉄筋鋼棒に、① 80kN の荷重を与えた場合、② 3.5mm 変形(伸び)
を与えた場合、③ 降伏させた場合、を考え、これらを応力～ひずみ曲線上にプロットせよ（線上に①、②、

③を記す）。 
与えられた 3 点、①、②、③は次のようにまとめられる。 

ただし、降伏ひずみ fε は、 322 10475.1/200//295/ −×=== mmkNmmNEf syfε  

① 223 /1012.794/1080 mmNmmNs =×=σ ff<  ：降伏していない（弾性状態） 

② 33 1075.1102/5.3 −− ×=×= mmmmsε fε≥  ：降伏している（塑性状態） 

③ 降伏点： 2/295 mmNf ys ==σ 310475.1 −×== fs εε  

２．直径１０cm/高さ２０cm の円柱供試体を用いて、普通コンクリート（圧縮強度を 24N/mm2）の圧縮試験

を行った。このとき、次の諸量を解答せよ。 
①弾性係数（ヤング率）、② 80kN 載荷したときのひずみと応力、③ 破壊時の圧縮荷重（最大荷重）。 
・最大荷重 P＝圧縮強度（ 2/ mmN ）×断面積（ 2mm ）によって、求められる。 

① 圧縮強度を 24N/mm2 ⇒ 弾性係数： 2/25 mmkNEc =  

② ８０ｋＮ載荷： 223 )2/100(/1080 mmN πσ ×= ＝ 2/3.15 mmN  

③ 最大荷重＝圧縮強度×断面積： 222 )2/100(/24 mmmmN π× kN188=  

３． 径が D19（公称断面積=2.865cm2），長さが 100cm の鉄筋鋼棒（ＳＤ345）を，50kN で引張ったとき変

形量(伸び量)を算定したい。① 降伏しているか？ ② 引張ひずみ、③ 変形量(伸び量)、の順に解答せよ。 

降伏強度： 2/345 mmNf y = 、降伏ひずみ： 322 10725.1/200//345/ −×=== mmkNmmNEf syfε  

① 鉄筋の応力： 223 /1755.286/1050 mmNmmNs =×=σ ff<  ：降伏していない（弾性状態） 

② 鉄筋のひずみ： 3232 10873.0)/10200/()/175( −×=×= mmNmmNsε  

③ 鉄筋の変形量： mmmmss 813.01000)100.873( 3 =××=×= −長さεδ  

４．圧縮強度が 55N/mm2のコンクリートの、①弾性係数（ヤング率）、②引張強度、を解答せよ。 

① 22' /33/50 mmkNEmmNf cc =⇒= 、 22' /35/60 mmkNEmmNf cc =⇒=  

以上より、 22' /34/55 mmkNEmmNf cc =⇒=    

② 引張強度： 23/23/2' /33.3)55(23.023.0 mmNff ct ===  



５．中心圧縮荷重 P=12ＭN を受ける鉄筋コンクリート部材について、以下を解答せよ．ただし、断面諸元と

して、断面（正方形）：800mm×800ｍｍ、総鉄筋量：12×Ｄ32。また、コンクリートは問題４、鉄筋は問題

１と同一の材料を用いる。従って、弾性係数比 n=200 kN/mm2/34kN/mm2、とする。 
①剛度係数 np、②平均応力σ、③コンクリート応力、④鉄筋応力 

① 剛度係数： 01489.0800/2.79412,882.534/200 2 =×=== pn 、 0876.001489.0882.5 =×=np  

② 平均応力σ： 2226 /75.18)800/(1012 mmNmmN =×=σ  

③ コンクリート応力、 2/2.17
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６．収縮を受ける鉄筋コンクリート部材について、次式を用いて、①ひび割れ発生時の収縮ひずみ
*
shε を求め

よ。ただし、断面諸元／材料条件は問題５.と同一とする）。
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②また、算定された収縮ひずみ
*
shε を用いて、コンクリート応力 cσ を算出せよ。 

・ 断面条件： 0876.001489.0882.5 =×=np ：（問題５．と同じ）。 

・ 材料条件：圧縮強度 2' /55 mmNfc = を用いて、 

ヤング係数 2/34 mmkNEc = 、引張強度 23/2' /33.323.0 mmNff ct == 、 

・ 準備計算： 4.12
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①ひび割れ発生時の収縮ひずみ *
shε ： 
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②このときのコンクリート応力： 
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＊コメント：算出されたコンクリート応力が、当初設定した引張強度になっていることに注意されたい（ tc f=σ ）。すな

わち、ひび割れ発生条件として、‘コンクリート応力が引張強度に達したとき’、と設定しているので、数値解析結果がそ

のようになった。（ただし、両者の違い（
2/31.3 mmNc =σ 、

2/33.3 mmNft = ）は算定過程にて生じた誤差であるの

で、気にする必要はない）。 


